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担癌状態ではヒト, マウスともに NK 活性は
低下 している｡インターフェロン,細菌アジュ
バント, PolyI:Cなどが NK 活性を助長す


































なった M卓を活性化 M少 と呼 ぶことが 多い｡
M卓がこのような抗睦癌性 を持 つようになる
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